
　1月 6日、昭南町の干拓堤防下で、野生と見られるオ
スのニホンザルが捕獲されました。このサルは前日から
昭南町で目撃され、市が行方を追っていました。この日
の正午前に住民から通報があり、排水機場付近でサルを
発見。市職員と応援に駆け付けた警察官が包囲網を狭め
ると、逃げ場を失ったサルは干潟に逃走。潟に首までつ
かり体力を消耗したところを警察官が網を掛け、3時間
に及ぶ捕物は幕となりました。この後サルは大牟田市立
動物園で治療を受け、11日に山へ返されました。

昭南町の干拓堤防でサルを捕獲
サルも潟には勝てませんでした

　柳川出身で幕末から大正にかけて、軍人、政治家、実
業家として活躍した曾我祐準の足跡を学ぼうと、1月 7
日、市史編さん委員会はあめんぼセンターで「曾我祐準
とその時代」と題し講演会を行いました。講師は東京大
学史料編

へんさん

纂所の保谷徹教授と青山学院大学の小林和幸教
授。小林教授は「貴族院議員としての曾我祐準」と題し
て講演。曾我は情報を公開し、議論に基づく国民本位の
政治をする「公論主義」を主張していたことを紹介。保
谷教授は「戊

ぼしん

辰戦争と柳河藩」のテーマで講演しました。

柳川歴史文化講演会
曾我祐準の足跡と人となりを学ぶ
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身近な話題などお知らせください！

情報をお待ちしています

新成人を代表して謝辞を述べる松永直徒さん

　1月 8日、市民会館で成人式がありました。今年、
誕生した市内の新成人は 804人。式典では、大関琴奨
菊関から届いたビデオレターが流され、「自分の理想に
近づくよう頑張ってください」とエールが送られまし
た。新成人を代表して有明工業高等専門学校 5年の古
賀郁香さんが「建築家になってバリバリ働きたい」と
決意表明。新成人たちは、久しぶりに再会した友人ら
と思い出話に花を咲かせていました。

それぞれの思いを胸に込めて

　正月の伝統行事、ほんげんぎょうが市内各地で行われ
ました。下塩塚地区では子ども会の行事として 1月 8
日に実施。昨年 12月 18 日に立てた高さ約 6ｍのやぐ
らに、しめ縄などの正月飾りや子どもたちの 1年の目標
を書いた厚紙をつけ、午前 7時 30分過ぎに点火。する
と炎が勢いよく燃え上がり、やぐらを囲んだ人たちを暖
めました。やぐらが燃え落ちた後は、残り火の上に金網
を敷き、焼きもちや焼きイモづくり。子どもたちは熱々
のおもちやサツマイモをほお張っていました。

市内各地でほんげんぎょう
炎を見つめ一年の幸せを祈る
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成人式で 804人が大人の仲間入り

　柳川が舞台の 3Dアニメ映画「ドットハック～セカ
イの向こうに～」の主人公 3人に、柳川市特別住民票
が交付されました。3人が本市在住の中学生に設定さ
れていることから実施したもの。授与式は 1月 14 日
に御花であり、監督の松山洋さんと主人公の少女の声
を担当した女優の桜庭ななみさんが出席しました。桜
庭さんは「吹き込みのときから柳川はすてきな町と思っ
ていた。住民にしてもらいうれしい」と話していました。

御花で柳川市特別住民票授与式
アニメの主人公3人に特別住民票

貴族院議員としての祐準について講演する小林教授

桜庭さん（中）と松山監督には柳川まりも贈呈
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市職員に追われ干潟に逃れるサル

子どもたちの願いをのせた炎が空を焦がした
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